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所見シート 評価施設 足立区文化芸術劇場(シアター1010）

評価期間　平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 指定管理者 共立・キョードー東京・大星ビル管理共同事業体

区

（評価委員会）

指定管理者

　　所見

　区が掲げる協創の方針と、シアター1010の事業目標が重なり、区の方向性や今後の事業展開について、意識しながら目標とする

ことができた。

2期目も折り返しとなったが、施設の利用率、利用者数が過去最高となり、当施設の発展の可能性がまだまだあることの大きさを実

感した。日常の運営においては、特にトラブル時の対応など、職員間やビル内での連携が図れていることも高い信頼がおける。

引き続き、区の文化施設を牽引する施設として、利用者の要望や課題にきめ細やかに対応し、高水準な施設運営を行っていただき

たい。

　28年度は、奇しくも29年度足立区キィワードの「協創」が、シアター1010のキィワード＜Collabo-Creation28(28年度、協働か

ら協創へ。次のシアター1010の為に。）＞と重なり、我々の考えや思いが足立区の方針と一致。方向性に間違いのない事を確認

出来た1年であったと思います。実際に、シアター1010の指定管理者として2期８年目の今年度、施設の利用率、利用者数も過去

最高を記録。また実施公演＆イベントも大好評で、大きくステップアップした年度と自己評価します。

特に今年度は2020に向けたスタートの年として位置づけており、今年度からの5年間が、いろいろな意味でシアター1010にとって大

切な時期と考えております。


